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2007年 9月 6,649 25 72 483
12月 7,326 29 75 599
2008 年 3月 8,061 36 81 582
6月 8,761 38 87 657
9月 9,308 39 94 635
12月 9,885 45 97 777
2009 年 3月 10,503 48 103 771
6月 11,321 52 119 927
9月 11,850 56 124 993
12月 12,426 59 132 1,217
2010 年 3月 12,989 67 143 1,180
6月 13,715 77 168 1,393
9月 14,156 80 170 1,418
12月 14,647 84 169 1,571
2011 年 3月 15,174 89 161 1,417
6月 15,852 96 194 1,637
9月 16,453 99 199 1,652
12月 16,975 103 201 1,946
2012 年 3月 17,497 107 204 1,774
6月 18,217 112 228 1,981
（注） PiTaPa や iD のような後払（ポストペイド）方式やちょコム e マ
ネーのようにサーバに価値を保存する方式もあるが，この表では，
前払（プリペイド）方式の専業系（楽天 Edy），交通系（Suica，
ICOCA，PASMO，SUGOCA，Kitaca），及 び 流 通 系（nanaco，
WAON）の 8種類を対象としている．
本稿はNextcom 8号の原稿(1)をベースに書き改めたものである．









































































共有地の悲劇 The Tragedy of the Commons．多数の
主体が利用可能な共有資源は，各主体が好き勝手に使うと資
源の枯渇を招いてしまうという現象．ギャレット・ハーディ
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図  質問の順序（出典：文献()から筆者修正）











































































表 6 IPTS 調査のサンプル（出典：文献(10)の p. 27）
フランス イギリス スペイン ドイツ
サンプル数 2,014 1,258 819 1,174
年齢層 15〜18歳 59% 30% 45% 37%
19〜21歳 31% 29% 27% 29%











(注 6) 文献(10)を参照．筆者も IPA小松文子氏とともに，2010 年春に
この調査の実施者を中心とした IPTS 主催の国際ワークショップにて日
欧を比較した討論を行った．

















































































電子情報通信学会誌 Vol. 96, No. 8, 2013660
表 ^ IPA 調査のサンプル（出典：文献()の p. 29）
若者サンプル 一般サンプル
サンプル数 1,006 1,076
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戦略研究センター（2003〜2005），国立情報学
研究所及び総合研究大学院大学助手／助教
（2006〜2012），オーストラリア国立大クロ
フォード経済政治大学院客員研究員（2006），
公正取引委員会（2012〜2013）を経て現職．経
済学の視点からオープンソースソフトウェア，
情報セキュリティ，電気通信事業，電気事業と
いった社会ネットワークインフラを分析．特
に，プラットホーム性のあるネットワーク産業
の競争モデルと社会に与える影響について研究
している．
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